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【部門区分】第６部門第１区分
【発行日】平成29年12月28日(2017.12.28)
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【年通号数】公開・登録公報2017-006
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【国際特許分類】
   Ｇ０１Ｋ   7/22     (2006.01)
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【ＦＩ】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年11月20日(2017.11.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一対のリードフレームと、前記一対のリードフレームに接続されたセンサ部と、前記一
対のリードフレームに固定されて前記一対のリードフレームを保持する絶縁性の保持部と
を備え、
　前記センサ部が、上面に前記一対のリードフレームが接着された絶縁性フィルムと、
　該絶縁性フィルムの上面に設けられサーミスタ材料で形成されたサーミスタ部と、
　前記サーミスタ部に互いに対向して形成された一対の電極と、
　一端が前記一対の電極に接続されていると共に他端が前記一対のリードフレームに接続
され前記絶縁性フィルムの上面にパターン形成された一対のパターン電極と、
　前記一対のリードフレームと前記センサ部とを上下から挟んで互いに接着された一対の
絶縁性の保護テープとを備え、
　前記絶縁性フィルムの両側部が、前記一対のリードフレームの接着面側に配された外側
角部の近傍かつ内側に配され、
　一対の前記保護テープの両側部が、前記絶縁性フィルムの両側部から外側で上面側に向
けて曲げられていることを特徴とする温度センサ。
【請求項２】
　請求項１に記載の温度センサにおいて、
　上面側の前記保護テープが、両側部から中央部に向かう引っ張り力を付加された状態で
、下面側の前記保護テープに接着されていることを特徴とする温度センサ。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の温度センサにおいて、
　前記一対のリードフレームの先端部が、前記サーミスタ部よりも先端側で前記パターン
電極と接続されていると共に、基端側に比べて互いに内側に幅広な形状とされていること
を特徴とする温度センサ。
【請求項４】
　請求項１から３のいずれか一項に記載の温度センサにおいて、
　前記サーミスタ部が、前記絶縁性フィルムの上面にサーミスタ材料でパターン形成され
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た薄膜サーミスタ部であり、
　前記一対の電極が、前記薄膜サーミスタ部の上及び下の少なくとも一方に複数の櫛部を
有して互いに対向してパターン形成された一対の櫛型電極であることを特徴とする温度セ
ンサ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明は、前記課題を解決するために以下の構成を採用した。すなわち、第１の発明に
係る温度センサは、一対のリードフレームと、前記一対のリードフレームに接続されたセ
ンサ部と、前記一対のリードフレームに固定されて前記一対のリードフレームを保持する
絶縁性の保持部とを備え、前記センサ部が、上面に前記一対のリードフレームが接着され
た絶縁性フィルムと、該絶縁性フィルムの上面に設けられサーミスタ材料で形成されたサ
ーミスタ部と、前記サーミスタ部に互いに対向して形成された一対の電極と、一端が前記
一対の電極に接続されていると共に他端が前記一対のリードフレームに接続され前記絶縁
性フィルムの上面にパターン形成された一対のパターン電極と、前記一対のリードフレー
ムと前記センサ部とを上下から挟んで互いに接着された一対の絶縁性の保護テープとを備
え、前記絶縁性フィルムの両側部が、前記一対のリードフレームの接着面側に配された外
側角部の近傍かつ内側に配され、一対の前記保護テープの両側部が、前記絶縁性フィルム
の両側部から外側で上面側に向けて曲げられていることを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　第３の発明に係る温度センサは、第１又は第２の発明において、前記一対のリードフレ
ームの先端部が、前記サーミスタ部よりも先端側で前記パターン電極と接続されていると
共に、基端側に比べて互いに内側に幅広な形状とされていることを特徴とする。
　すなわち、この温度センサでは、一対のリードフレームの先端部が、サーミスタ部より
も先端側でパターン電極と接続されていると共に、基端側に比べて互いに内側に幅広な形
状とされているので、外側角部よりも内側に配されて接着面積が小さくなった絶縁性フィ
ルムとの接着面積を幅広な先端部で増やし、センサ部を平坦かつ安定的に保持することが
できる。なお、リードフレームの先端部は、サーミスタ部よりも先端側に配されてパター
ン電極に接続されるので、先端部を内側に幅広にしてもサーミスタ部の領域を狭めること
がない。
　第４の発明に係る温度センサは、第１から第３の発明のいずれかの温度センサにおいて
、前記サーミスタ部が、前記絶縁性フィルムの上面にサーミスタ材料でパターン形成され
た薄膜サーミスタ部であり、前記一対の電極が、前記薄膜サーミスタ部の上及び下の少な
くとも一方に複数の櫛部を有して互いに対向してパターン形成された一対の櫛型電極であ
ることを特徴とする。
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